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将来都市像（案）について

１．現行の将来都市像にスローガンを追加

①『市民が創る ぬくもりと活力あふれるまち・生駒』 第５次総合計画から変更しない

①－１『～いまを超える いこまを超える～』

（理由） 「いまを超える」は、人口減少に転じる中にあっても、現状維持に満足せず、いまより住みやすいまちを創

っていきたい、「いこまを超える」は、生駒山を越えて大阪から移住してもらえる魅力あるまちをつくる、

垣根を越えて多様な主体が連携してまちづくりに取り組みたいという思い。

①－２『～未来に駒を進めよう 創生のまち～』

（理由） 「未来に駒を進めよう」は、就業や消費を大阪府に依存していたこれまでのベッドタウンから、市内で働き、

市内で生活し、市内で生活を楽しめるまちへ、次のステージに進みたいという思い、「創生のまち」は、人

口減少に転じる中にあっても、個性豊かで多様な人材と魅力ある多様な就業機会が創出され、市民のひとり

一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会を形成していきたいという思い。

①－３『～市民×事業者×行政＋共有価値＝ 未来が変わる！～』

（理由） 「市民×事業者×行政＋共有価値」は、市民、事業者、行政が協働、協創によりまちづくりに取り組み、互

いに共有できる価値を創造することで、公民連携によるまちづくりを進め、「未来が変わる!」は、次世代へ

引き継ぐ持続可能なまちへ、生駒の未来を変えていこうという想い。

２．新しい将来都市像（前回全体会で支持があったもの）

②『助けあう やさしいまち・生駒』

（理由） まちづくりの目標のイメージが沸かきやすいシンプルな方がよいと思います。第６次は、一番に人口減少、

特に生産年齢人口の減少が懸念されることから、お互いが「自分」だけでなく他者と助け合って、みんなに

とって「やさしいまち」であることが求められると考えます。

③『絆で結ぶ共生のまち・生駒』

（理由） 増える高齢者と子供たちとが関わりふれあいの温かさを知りベットタウンだけでなくこのまちでの工業生産

を生み出し主婦も社会参加していける都市へ。

④『あなたの暮らしが見つかるまち』

（理由） 少子高齢化が進む中、子どもや高齢者の方も含めて、すべての市民が自分らしい暮らしができるまちになる

ことを目指すという思い。

⑤『彩りあふれる未来へ続く 市民が創る住宅都市』

（理由） 「彩りあふれる未来へ続く」は、多様化するライフスタイルに伴い生駒市に住む一人ひとりが望む様々な暮

らし方が実現した未来へ続いていけるよう、「市民が創る」は、市民が主役となって、住みよい住宅都市と

して未来に続くようまちづくりに取り組んでいくという思い。

３．新しい将来都市像（韻を踏んだもの）

⑥『100年先も つづき つながり つむぐまち』

（理由） 「100年先もつづき」は、人口減少に転じる中にあっても、持続可能な都市経営を進め、わたしたちのまち

が100年先もあり続け、「つながり つむぐまち」は、市民と市民、市民と行政、企業と行政など多様な主体

が連携し、互いに共有できる価値を紡ぎだし、創造することで、新しいカタチの住宅都市を創っていきたい

という思い。
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（将来都市像（案）の検討の流れ）

理想とする将来のすがた（いこまち宣伝部）

●近所の人はだいたい友達

●みんなが帰ってくる街

●みんなで守れる街

●笑顔のいきかう街

●自然に生きれる街

●自然も心も豊かな街

●生駒にかかわる全ての人が幸せになれる街

●いろいろな立場いろいろな考えを持った人が幸せになれる街

●風とおしの良い街 ●気になる街 ●つながる街

●未来都市 ●心から安らげる街 ●オリジナルな街

●もし問題が起こっても独自の発想で解決する

●いつも新しいふるさと ●多様な幸せ

●だれもがみんな顔見知り

将来像を考えるキーワード（いこまち宣伝部）

●自慢できる

●かけはし

●１２万人総活躍

●古と新が融合

●自分が変わる、街も変わる

●ともに考え、ともに創る

●心のゆとりは市民のゆとり

●未来は自分たちの手で創る

●生駒住民クオリティ

●いこま品質クオリティ

●あいさつと笑顔

●Ｉ 多様性

●possibility 可能性

●変革！生駒

●越える（坂・垣根・生駒山）

●街と人 つながる心

生駒市の良いところ（H29市民満足度調査）

●自然環境が豊か ●閑静な住宅街 ●日常生活が便利

総合計画審議会委員の意見

変更の必要なし 委員３名

変更の必要あり（変更案）

『助けあいのまち・生駒』

『やさしいまち・生駒』

『市民が誇る ぬくもりと活力あふれるまち・生駒』

『住民主導のまちづくり。手をとりささえあう市民自治を

目指します』

『絆で結ぶ共生の街 いこま』

第５次総合計画 将来都市像

『市民が創る ぬくもりと
活力あふれるまち・生駒』

第６次総合計画 将来都市像

『○○○○○○○
○○○○○○○』

将来都市像キーワード

豊かな自然、閑静な住宅街、便利、安心・安全、幸せ、未来都市、多様性、ふるさと、あいさつ、元気、笑顔、越える、

変革、懸け橋、風通しが良い、安らげる、自慢できる、自分で創る、こども、自慢できる、ブランド、生駒愛、誇れる、

世代交流、協働、多様性、自分らしく、支え合い、住みなれた、平和、挑戦、ワークライフバランス、次世代型、総活躍、

持続可能、リノベーション、賑わい、活気、スマート社会、職住近接、先駆け、オープンイノベーション など

市民憲章
1 自然を愛し、人と自然が共生する美しいまちをつくりましょう。

1 お互いに助けあい、安心して暮らせるやさしいまちをつくりましょう。

1 人権を尊重し､心のかよいあうあたたかいまちをつくりましょう。

1 スポーツに親しみ、健康で活力のあるまちをつくりましょう。

1 知恵を出しあい、世界にはばたく文化のまちをつくりましょう

自治基本条例（基本理念）
『すべての市民の人権が尊重され、人と自然が共生する、安全で安心な、

健康で活力のある、文化の薫り高いまちづくり』

市長マニフェスト（ビジョン）
『みんなで創る、日本一楽しく住みやすいまち「生駒」』

分野別計画のスローガン

都市宣言

まちの将来像のキーワード（環境基本計画策定ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）

●環境・観光・健康・教育・技術（5K）を目指す

●オール生駒、多世代交流

●環境配慮と都市活動のバランスのとれたまち

●みんなが誇りを持ってイキイキと活動するまち

主要課題に対する施策

● 人口減少対策

● 老齢人口の増加への対応

● 大規模災害への備え、防犯安全対策

● 従来型のベッドタウンから新しいライフスタイルに対応

できる次世代型の住宅都市への転換

● 人口減少に伴う施策（都市構造）の見直し

● 学研高山地区第２工区の展開を見据える


